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趙
州
「

狗
子
仏

性
話
」

の

展
開

　

真
歇
清
了
に

よ
る

表
詮
と

遮
詮
の

統
合

若

山
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一

　

は

じ
め

に

　
「

僧
問

、

狗
子
還
有
仏
性
也
無

。

州
日

、

無
。

」

と
い

う
「

狗
子
仏
性

話
」

は
、

看
話
禅
を

代
表
す
る
「

無
字
の

公
案
」

と

呼
ば
れ

、

『

無
門
関
』

第
一

則
に

も
選
ば
れ

最
も

人

口

に

膾
炙
し

た
。

し

か

し

原
典
の

『

趙
州

録
』

は

必
ず
し

も
「

無
」

の

み
で

は

な
く

、

後
の

禅
僧
の

語
録
に

も
「

狗

子
仏

性
有
」

と

す
る

も
の

が

あ
る

。

本
稿
で

は

「

狗
子
仏
性
」

が

有
無

双
方
に

展
開
し

た

様
子
を

整
理

し
、

相
互
の

交
錯
に

注
目
し
た

。

さ
ら

に

大
慧
の

黙
照

禅
批

判
に

対
抗
し

て

書
か

れ

た

真
歇
清
了
の

『

信
心
銘

拈
古
』

に

よ

る

「

狗
子
仏

性
話
」

に

つ

い

て

検

討
す
る

。

二

　
『

趙

州

録
』

「

狗
子

仏
性

話
」

と
禅

宗
史
上
の

展

開

原
典
『

趙
州
録
』

に

は
、

「

狗
子
仏

性
話
」

が
二

箇
所
に

見
ら
れ
る

。

一
　

問、

狗
子

還
有
仏
性
也
無

。

師
云
、

無。

学
云
、

上

至

諸
仏
下
至

皚
子

　
皆
有
仏

性
、

狗
子
為

什
麼
無

。

師
云

、

為
伊
有
業
識
性

在
。

（

秋
月
龍
眠

　
訳

注
『

趙
州
録
』

、

　
＝
二

〇

頁
、

筑
摩
書
房、

一

九
七

九

年
）

印
度
學
佛
敏
學
研
究
第
六
十
三

巻
第
二

号
　
平
成
二

十
七

年
三

月

　
二

　
間

、

狗
子
還

有
仏
性
也
無

。

師
云

、

家
家
門

前

通

長

安
。

（
『
同
』

巻

　
 

四

「

趙
州

録
」

、

同
、

二

九

四

頁
）

　
一

で

は
、

「

悉
有
仏
性
」

と
い

う

『

涅
槃
経
』

の

教

義
に

も
拘
ら

ず
、

狗
子
に

は

業
識
性
が

あ
る

為
に

仏
性
が

無
い

と

言
う

。

ま
た
二

で

は
、

す
べ

て

の

道
が

長

安
（
成

仏）

に

通
ず
る

と

し
、

仏

性

有
り
と

さ

れ

る
。

す
な

わ

ち

『

趙
州
録
』

で

は

有
無
両

方
の

答
え
が

見
ら

れ
る

。

　
『

禅

門
拈
頌

集
』

に
は

こ

の

話
に

つ

い

て

各
禅

僧
の

頌
が

あ
り

、

解

釈
の

違

う
二

つ

の

流

れ

が

あ

る
。

　一

つ

は
、

五

祖

法

演
・

真

浄

克

文
・

竹
庵
士
珪
・

大
慧
宗
呆
・

無
門
慧
開
等

、

主
に

臨
済
宗
を

中
心
と

す
る

禅
僧
た

ち
の

「

無
」

の

み

を

強
調
し

た

流
れ
で

あ
る

。

法
演
は
上

記
一

の

問
答
全
体
を

引
用
し

た

上

で

「

無
字
」

の

参
究
を
勧
め

る
。

大

慧

は
一

の

問

答
の

前

半
の

み

を

引

用

し
、

有
無

を

超

え

た

「

絶

対

無
」

・

意
味
を

捨
象
し
た

「

無

理

会
話
」

と

し

て

「

狗
子
仏

性
」

を

公

案
化
し

、

そ
れ

を
中
心
に

「

看
話
禅
」

と
い

う
新
し

い

禅
思
想
を
成
立

さ
せ

た
。

　
僧
問

趙
州

、

狗
子
還
有
仏

性
也

無
。

州
云

、

無
。

此
一

字
子

、

乃

是

摧
許

多

二

五

五
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趙
州
「

狗
子

仏
性
話
」

の

展
開
（
若
　
山
）

悪

知
悪
覚
底

器

仗
也

。

不
得

作
有

無
会

、

不
得
作
道
理

会、

不
得
向
意
根
下

思

量
卜
度、

不

得
向
揚
眉
瞬
目
処

操
根

、

不
得
向
語
路
上

作
活
計

。

（
『
大
慧

書
』

答
富
枢
密

、

大
正
四

七

ー
九
二
一

c
）

　

ま
た
無
門

慧
開
が
こ

の

話
を

『

無
門
関
』

第
一

則
に

取
り
上

げ
た

こ

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
（

1）

と

か
ら
「

看
話
と
は

趙
州
無
字
を

見
る

こ

と
」

と

さ

え

言

わ

れ
た

。

　
一

方、

興
善

惟
寛
（
嗣
馬
祖

道
一
）

、

龍

済
紹
修
（
嗣

羅
漢
桂
深）

、

大

洪
報
恩

、

宏
智
正

覚
、

真
歇
清
了

、

万
松
行
秀
等
は

「

無
」

に

限

定
せ

ず
、

有
・

無
の

両
方
を
取
り
上

げ
た

。

興
善
惟
寛
は

趙

州

よ

り
先
に

狗

子
仏
性
の

問

答
を
為
し

「

有
」

と

答
え

る
。

但
し

後
半
は

別
話
で

あ
る

。

　

　

　
へ

「

狗
子

有
仏
性

話
」

が

初
め

て

見
ら

れ

る
の

は

『

宏
智
録
』

で
、

宏
智

は

趙

州
自

身
の

語
と

し

て

「

有
」

と

答
え
る

が
、

こ

れ

は

『

趙
州

録
』

に

明
言
さ
れ
て

い

な
い

。

宏
智
の

創
作
か

と
い

え

ば

そ

う
と

も
言
え

な

い
。

『

禅
門

拈

頌
集
』

広
霊
希
祖
の

上

堂
中
の

龍
済
紹

修
（
修
山
主
∀

の

　

　

　

　
ヘ

　
　

ヘ

　

　
ヘ
　
　

ヘ
　
　

ヘ
　
　

ヘ
　
　

ヘ
　
　

へ

別
語
に

、

修
山
主

の

語
と

し

て

「

有
」

が
見
え

、

し
か

も
「

知
而
故
犯
」

と
い

う
理
由
が

記
さ
れ

て

い

る
。

宏
智
は

「

平

展
演
、

大
鋪
舒
」

と

頌

し
、

趙
州
が

有
と

無
を

公

平
に

提

示

し

大
い

に

店
を

開
い

た

と

す
る

。

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヘ

　

ヘ

　

　

　
　

へ

　
復
挙、

僧

問
趙
州

、

狗
子

還
有

仏
性
也
無

。

州
云

、

有
。

僧
云
、

為
甚
撞

入

　
者
箇
皮
袋

。

州
云

、

為
他
知
而

故
犯．、

又
僧

問
、

狗
子
還

有
仏
性
也
無

。

州

　
云、

無
。

僧
云

、

．

切

衆
生

皆
有
仏
性、

為
甚
狗
子
却
無
州
云、

為
他
有
業

　
識

在
。

頌
日
、

狗
子
仏
性
有、

狗
子
仏
性
無

。

直
鉤
元

求
負
命
魚

。

逐
気
尋

　
香
雲
水
客

、

噌
噌
雑
雑
作

分

疎
。

平

展

演
、

大
鋪
舒

。

莫
怪
儂
家
不
慎
初

。

　
指
点

蝦

疵
還

奪
璧、

秦
王

不
識

藺
相
如

。

（

『

宏
智
録
』

頌
古

、

名
著
普
及
会

、

　
八

八

頁
）

二

五

六

　
宋
代
こ

の

公
案
の

解
釈
は

「

無
」

　一

色
に

な
っ

て

い

く
が

、

そ
の

理

由
と

し

て

入

矢
義
高
氏
は

「

禅
と
い

え
ば

何
で

も
か

ん

で

も
断
滅
せ

よ
、

滅
却
せ

よ
、

放
下
せ

よ

と
い

う
否
定
一

点

張
り
の

教

え
だ
と

受
け

取
ら

れ
る

傾
向
が

あ
っ

た
」

こ

と

を
指
摘
す
る

。

こ

の

よ

う
な

否
定
方

式
を
「

遮

詮
」

、

逆
に

肯
定
方
式
を

「

表

詮
」

と

言
い

、

永

明
延
寿
も

『

宗
鏡
録
』

や

『

万
善

同
帰
集
』

で

遮
詮

重

視
の

風

潮
を
非

難
し

て

お

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　〔
2）

り
、

十
世
紀
に

は

既
に
こ

の

傾

向
が

あ
っ

た

よ

う
で

あ
る

。

三

　
真
歇
清

了
の

「

狗
子
仏

性
話
」

　
以

上

の

展

開
を

踏

ま
え

、

真

歇

清
了
（
一

〇
八

八

−
一
一

五
一
）

の

「

狗
子
仏

性
話
」

を

検
討
す
る

。

真
歇
は

丹
霞
子

淳
の

法
嗣
で

宏
智
正

覚
の

兄
弟
子
に

あ
た

り
、

宏
智
と

共
に

黙
照
禅
の

双
璧
と

さ

れ

る
。

宏

智
が

撰
し

た

真
歇
の

「

塔
銘
」

に

「

語
録
両
集

、

世
に

行

わ

る
」

と

あ

り
、

真
歇
に

は

語
録
が
二

冊

存
在
し
た

と

伝
え
ら
れ

る
。

一

冊

は
著
者

が
カ

ラ

ホ

ト

本

を

底
本
に

『

駒
澤
大

学

禅

研

究

所
年
報
』

二

五

号

（

二

〇
一

三

年
）

に

「

『

真
州
長
蘆
了

和
尚

劫
外
録
』

定

本
作
成
の

試
み
」

と

し

て

発
表
し

た

『

劫
外
録
』

で

あ
り

、

他
の
一

冊

は

＝

掌
録
』

と

し
て

刊
行
さ

れ

た

が

散
逸
し

現

存
し
な
い

。

今
ひ

と

つ

真
歇

に

は

『

信

心
銘
拈
古
』

が

伝
え
ら

れ
て

い

る
。

現
在
知
ら

れ
る

限
り

「

狗
子
仏
性

話
」

へ

の

言

及
は

『

拈
古
』

の

み
で

あ
る

。

　
そ
の

成

立

時
期
を

、

宏
智
・

大
慧
の

「

狗
子
仏
性
話
」

と
比

較
し
て

み

よ

う
。

『

宏
智

録
』

中
の

「

狗
子

仏
性

話
」

は
、

巻
二

「

泗
州
普
照
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覚
和
尚
頌
古
」

（

宣
和
六
年

、

一

＝

西
）

と

巻
一

「

長

蘆

覚
和
尚
小

参
」

（
建
炎
二

年
、

＝

二

八
）

に

見
え
る

。

一

方、

『

大
慧
普
説
』

巻
三

に

は
、

悟
り
を

信
じ

な

か
っ

た

十

三

人

を

次
々

に

悟
ら

せ

た
の

を
契
機
と

し
て

「

山

僧

従
此

話

頭
方

行
、

毎

与
人

説
。

」

（

宋
版
八

丁
左
）

と

あ
り

、

『

大

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
ヘ

　

ヘ

　
　

ヘ

　

ヘ

　
　

ヘ

　
　

へ

慧
書
』

答
富
枢
密
に

は
、

黙

照
禅
か

ら

救
い

出
す
方
法
論
と

し
て

「

狗

子
仏
性
話
」

を

用
い

る

よ

う
に

な
っ

た

こ

と

が

記
さ
れ
て

い

る
（

大
正

四
七

−
九
二
一
二

a
）

。

大
慧
の

黙
照
禅
批
判
は

、

紹
興
四

年
（

＝
三

四）
、

真
歇
に

招
か

れ

た

雪
峰
山

普
説
の

直
後
か

ら

な
の

で
、

宏
智
の

「

狗
子

仏
性
話
」

よ

り
も

後
と

言
え
る

。

こ

れ

に

対
し

真
歇
の

「

狗
子
仏
性
話
」

が

見
ら

れ

る

『

信
心

銘
拈
古
』

に

は
、

「

当
紹
興
間

、

妙
喜
正

統
東
山

、

詆
眥
黙
照

。

寂
菴
是
挙
可
謂
入
其
室
操
其
戈

、

取
其
矛
撃
其
盾

。

覧

者

当
自

得
之

。

〔
義
遠
）

敬
跋

。

」

（

続
蔵
一

二

四

　
三

二

八

右
上
）

と

い

う
、

天
童
如
浄
の

法
嗣
で

あ

る

義
遠
の

跋
が
あ
る

。

こ

こ

で

妙
喜
と

は

大
慧

、

寂
益
と

は

真
歇
で

あ
り

、

大
慧
の

批
判
に

対
し
真
歇
が

そ
の

手
の

内
を

利
用

し

て

抗

弁
し

た

と

あ
る

こ

と

か

ら
、

『

拈
古
』

は

少
な

く
と

も

紹

興
四

年
以

降
の

撰
述
と

な
る

。

す

な
わ
ち

、

こ

の

三

者
が
「

狗
子
仏
性

話
」

を

取
り
上

げ
た

の

は
、

宏
智
・

大
慧
・

真
歇
の

順
と

言
え
る

。

　

次
に

内

容
を

検
討
し
よ

う
。

真

歇
は

『

信
心
銘
』

の

次
の

二

句
の

拈

古
で

「

狗
子
仏

性
話
」

に
つ

い

て

述
べ

て

い

る
。

　
「

有
即
是
無
　
無
即
是
有
」

　
拈
云

、

（
中

略
）

ロ
ハ

如
僧
問
趙
州、

狗
子

還

有
仏
性
也
無

。

州
云

、

有
。

僧

　
云、

既

有
為
什
麼
撞
入

這
皮
袋

。

州
云

、

為
伊
知
而
故
犯。

又

僧
問

、

狗
子

趙
州
「

狗
子
仏
性
話
」

の

展
開
（
若
　
山）

還
有
仏
性
也
無

。

州
云

、

無
。

僧
云

、

一

切
衆
生
皆
有
仏
性

、

狗
子
為
什
麼

無
。

州
云

、

為
伊

有
業
識

在
。

而
今
兄
弟
皆
道、

後
面
是

蓋
覆
語

、

緊
要
只

在
有
無
処

。

苦
哉、

滅
胡
種
族

。

有
什
麼
交
渉

。

要
見
三

祖
趙
州

麼
。

収
取

詩
書
帰
旧
院、

落
花
啼
鳥
一

般
春

。

「

若
不
如
是

　
必

不
須
守
」

拈
云

、

（
中

略
）

又

云
、

恁

麼
恁
麼

。

無
位
真
人
常

在
面
門
出
入

。

無
昼

無

夜
、

無
動
無

静、

念
念
進

向
、

念
念
現

前
、

念
念
相
応、

念
念
守
護

。

有
之

与
無
自
然
一

串
穿
却

。

祢
若
狂
狗
逐
塊

、

随
語
生

解
、

便
是
挽
家
散
宅、

落

在
今
時

、

不

能
与
主
人
翁
相
応

。

如

何
得
不
落
今
時

。

良
久
云

、

月
色
静
中

見、

松
声
清
夜

聞。

（
続
蔵
一

二

四

−
三
二

七

右
下）

　

第
一

に

真
歇
は

宏
智
と

同
じ

「

狗
子
仏
性
話
」

を

そ

の

ま
ま

引
用
し

て

お

り
、

「

有
無
併

記
」

の

立

場
に

立
つ

と

言
え
る

。

そ

し
て

「

而

今

兄
弟
皆
道

、

…

緊
要
只
在
有
無
処
」

と

し
て

、

無
の

部
分
の

み

を
強
調

し

た

看
話
禅
を

批

判
す
る

。

「

滅

胡
種
族
」

と

は

仏

法
を

滅
ぼ

す
の

意

で
、

大

慧

が

趙

州
「

狗
子
仏
性
話
」

に

関
し
て

詠
ん

だ

頌
古
の
一

句
を

そ
の

ま

ま

批

判
と

し
て

大
慧
に

返
し

た
も
の

で

あ
る

。

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
ヘ

　

ヘ

　
ヘ

　

ヘ

　

へ

　
趙
州

狗
子
無
仏
性

。

頌
云

、

有

間
狗
仏

性
、

趙

州
答
日

無。

言
下
滅
胡
族

、

　
猶
為
不
丈
夫

。

（
「

大
慧
頌
古
』

、

大
正
四

七

−
八

五
一

c
）

　

第
二

に

「

要
見
三

祖
趙
州

麼
」

と
し

て
、

趙
州
「

狗
子
仏
性

話
」

の

真
意
が

三

祖
『

信
心
銘
』

に

あ
る

と

す
る

。

趙
州
は

『

信
心
銘
』

七
三

句
中
八

句
を
『

趙
州
録
』

に

引
用
し

て

お

り
、

『

臨

済
録
』

や

『

宛

陵
録
』

に

は

各
三

句
ず
つ

し

か

引

用
が

な
い

の

と

比
べ

極
め

て

多
い

。

ま
た

『

信
心

銘
』

の

冒
頭
は

「

至
道
無

難
、

唯
嫌
揀
択
」

で

あ
る

が
、

『

碧
巌

二

五

七
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趙
州
「

狗
子
仏
性
話
」

の

展
開
（
若
　
山）

録
』

に

は

二

則
と

五

七

則
に

「

趙
州
至
道
無

難
」

、

五

九

則
に

「

趙
州

唯
嫌

揀
択
」

が

あ

る
。

『

碧
巌
録
』

百

則
中

、

一．
一

則

も
同
じ

主

題
は

外

に

例
が

な
く

、

趙
州
と

『

信
心

銘
』

の

関

係
の

深
さ

が

窺
わ
れ
る

。

　

第
三

に

真
歇
は

、

有
無
を

貫
く
真
理
と

し

て

『

臨
済
録
』

の

「

無
位

真
人
常

在
面
門

出

入
」

を

挙
げ
る

。

「

面
門
」

と

は

六

根
を

指
す

。

小

川

隆
氏

は

言

う
。

　

六

根
を

通
じ

て

常
に

出

入

し
て

い

る
「

無
位
の

真

人
」

と

は
、

間
断
な

く
は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

　
た

ら

く

仏

性
の

作
用
（
中

略）

を
擬

人

化
し
た

も
の

に

外
な

ら

な
い

。

　

つ

ま

り
仏
性
の

有
無
を

論

ず
る

以

前
に

あ
る

生

き
生
き
と

し
た

六
根

の

働

き

に

注
目

す
る

の

で

あ
る

。

昼

夜
・

動
静
に

拘
ら
ず
六

根
の

働
き

は

有

り、

有
り
な

が

ら

念
念
進
ん

で

は

消
え

て

行
く

。

こ

こ

に

有
無
は

一

串
に

穿
却
さ
れ

る
。

そ
の

六

根
の

働
き

そ

の

も

の

を

仏
性
と

し

た

馬

祖
禅
の

「

作
用
即
性
説
」

と
、

そ

れ
と

は

次

元

を

異
に

す
る

本
来
の

自

己
と

し
て

仏
性
を

捉
え

た

石
頭
禅
は

唐
代
禅
の

二

大
思

想
で

あ
る

。

　
そ

う
し
た

紛

糾
を
、

活
き

て

作
用
す
る

「

主

人

公
」

と
い

う
形
象
に

よ
っ

て

　

集
約

し

統
一

し

よ

う
と

し

た

も
の
、

そ
れ

が

臨
済
の

「

無
位
の

真
人
」

（
巾

　

　

　

　

　

　

　

　
　
ヰリ

　
略
）

で

は

な
か
っ

た

か
。

　

真
歇
に

当
時
そ
の

意
識
が

あ
っ

た

か

は

不
明
だ

が
、

現
代
の

新
し
い

研
究
成
果
を
踏
ま

え

れ

ば

そ

の

よ

う
な

解
釈
が

妥
当
と

考
え
る

。

四

　
小
結

以

上
、

「

狗
子

仏
性
話
」

に

つ

い

て
、

「

無
」

の

流

れ
（
遮
詮）

と
、

「

有

二

五

八

（

表
詮
）

無
（
遮

詮
）

併
記
」

の

流
れ

が

あ

り
、

両

者

が

大
慧
と

真
歇
の

時
点
で

交

錯
し

た
こ

と

を
明

ら

か

に

し
た

。

「

有
無
併
記
」

の

流
れ

の

中
で

、

宏
智
が

遮
詮
と

表
詮
を

並
べ

提
示
し

た

の

を

受
け、

真
歇
は

両

者
を

統
合
し

、

趙
州
「

狗
子
仏

性
話
」

の

根
底
に

あ

る

思

想

は

『

信
心

銘
』

で

あ
る

と

し
た

。

宏

智
の

そ

れ

は

黙

照

禅
批

判
以
前
の

撰

述
の

為
、

真
歇
こ

そ
が

、

宋
代
主

流
と

な
っ

た

「

無
」

の

流

れ

に

対

し
「

有

無
併
記
」

の

流
れ

の

思
想
的

根
拠

を
示
し

た

事
に

な

る
。

こ

こ

に

禅
宗

史
ヒ

の

意

義
を

認
め

た
い

。

大
慧
が

「

無
理

会
話
」

と
い

う
新
た
な
禅

思

想
を

生

み

出

し

た
の

に

対
し

、

真
歇
は

『

信
心
銘
』

と
い

う
禅
宗
祖

師
の

語
録
に

回

帰
し
、

唐
代
禅
思
想
の

総

括
を

も
っ

て

解
釈
し

た
と

言

え
よ

う
。

1
　
柳
田
聖

山
「

無
字
の

周

辺
」

『

禅
文
化
研
究
所
紀
要
』

七
、

一

九
七
五

年
。

2
　
人
矢
義
高

「

遮

詮
と

表
詮
」

『

自
己
と

超
越』

所
収

、

岩
波
現
代

文
庫

、

二

〇
一

二

年
。

　
　
　

3
　
小
川
隆

『

臨

済
録

　
　
禅
の

語
録
の

こ

と

ば

と

思
想

1
』

岩

波
書
店

、

二

〇

〇

八

年
。

　

　
　

4
　
小
川
隆

『

語
録
の

こ

と

ば

ー
唐
代
の

禅
　
　
』

禅
文

化
研

究
所

、

二

〇

〇
七

年
。

〈

参
考
文
献
〉

平
野

宗
浄
「

狗
子

無
仏
性
の

話
を

め

ぐ
っ

て
」

『

禅
学
研
究
』

六

二
、

　一

九

八．
二

年
。

廣
田

宗
玄
「

『

狗
子

無

仏
性

話
』

に

関

す

る

考

察

　

　
看
話
禅
に

お

け
る

『

無
字
』

に
こ

め

ら

れ

た

も

の

　

　
」

『
臨
済
宗
妙

心

寺
派
教
学
研
究
紀
要
』

第
三

号
、

二

〇

〇

五

年
。

〈

キ
ー

ワ

ー

ド
〉

　

狗
子
仏
性

、

趙
州

従
論

、

真
歇
清
了、

『

信
心

銘
拈
古
』

　

　

　
（

駒
澤
大
学
大

学
院
）

一 810 一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　


